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１．会社法・会社法施行規則がリスク管理を想定している
　  グループ会社の範囲

プログラム

▶講師紹介

▶会場

２．グループ会社のリスク管理に関する規程整備と実務

３．具体的規程の整備と実例の検討と運用
（1）グループ会社管理基本規程
　　・盛り込むべき内容と留意点
　　・具体的な規程例の検討と運用
（2）グループ会社内部監査規程
　　・盛り込むべき内容
　　・具体的な規程例の検討と運用
（3）グループリスク管理委員会規程
　　・盛り込むべき内容
　　・具体的な規程例の検討と運用
（4）グループ内部通報制度規程
　　・盛り込むべき内容
　　・具体的な規程例の検討と運用
（5）企業集団の内部統制基本方針
　　・基本規程と運用とのつなぎ
　　・具体的な基本方針例の検討と運用

お問い合わせ
レクシスネクシス・ジャパン株式会社　セミナー担当
☎ 03-5561-3654 seminar@lexisnexis.co.jp

高橋　均

獨協大学法学部教授
元新日本製鐵株式会社（現・新日鐵住金株式会社）部長

フクラシア東京ステーション　会議室A

氏
一橋大学大学院博士後期課程修了。
博士（経営法）。昭和55年新日本製
鐵（株）入社。平成22年獨協大学法
科大学院教授。平成29年同法学部教
授（現任）。
専門は、商法・会社法、金融商品取
引法、企業法務。企業法学会理事・
国際取引法学会理事・（一社）ＧＢ
Ｌ研究所理事。長年の実務経験と法
理論の両面からのアプローチを実践
している。

50名

17,500円

定　員

参加費
※定員に達し次第申し込みを打ち切らせていただきます。

※参加費は、事前に銀行振込にてお願いいたします。 
　（振込先情報は申込受付後にお知らせいたします。）
※振込手数料はお客様のご負担にてお願い申し上げます。
※書籍は受講の際にお渡しします。
※セミナープログラムは都合により変更の可能性がございます。

http://www.lexis-seminar.jp/

検 索レクシス セミナー

▶お申し込みはWEBサイトから

（税別・書籍代込）

東京都千代田区大手町２丁目６－１

Seminar Information

（1）規程整備の意義
（2）規程の位置付け
（3）作成管理部門と責任者の基本的考え方

（1）現行会社法の規定
　　・従前の商法および会社法との違い
（2）現行会社法施行規則の規定
　　・新たに明示的に示された点と特に注意すべき事項

社内規程の整備と運用社内規程の整備と運用
のためののための

平成27年5月1日に施行された改正会社法、改正会社法施行規則により、企業集団の内部統制の規定が強化され、グループ会社のリスク管理がますます重要になり
ました。特に、改正によって親会社の整備が明示的に示された点には注意が必要です。親会社としては、グループ会社のリスク管理に必要な基本規程を整備した
うえで、内部統制システムの一環としてその適切な運用を図ることが求められます。
そこで、今回のセミナーでは、グループ会社のリスク管理に必要な規程を示しつつ、それらの規程の趣旨、盛り込むべき内容、具体的な規程例（サンプル）の紹
介・検討を通じて、グループ会社のリスク管理の要諦を解説します。グループ会社を統括する経営企画・総務・法務・関連会社部門等のコーポレート部門の方々が
自社の規程の新たな整備や過不足を再確認しつつ実務に応用を図る場合に役立つのはもちろんのこと、監査部門の方がグループ会社監査を実施する際にも有益な
内容です。

【近著】『グループ会社リスク管理の法務〔第2版〕』
（中央経済社、2015）、『監査役監査の実務と対応〔第5
版〕』（同文舘出版、2016）、『新版_会社法実務スケ
ジュール』（共編著）（新日本法規出版、2016）、『実務
の視点から考える会社法』（中央経済社、2017）ほか。

グループ会社
リスク管理

＜アクセス＞
JR東京駅/地下鉄大手町駅　地下直結

定価：2,500円（税別）／ A5判/228頁

※講師著書ご購入済みの方は15,000円+税にてご参加いた
　だけます。当日必ず書籍をご持参ください。


